
北海道大学附属図書館

前田 隼

新時代の CiNii に期待すること
～大学図書館の窓から～



（図書館員のためのオープンサイエンス概論：オープンサイエンスと学術機関リポジトリ，小野亘，神戸大学，2019）CiNii Research



CiNii 大学ではユーザーとサポーターがともに使うツール

学生・教員：
CiNii Articles 日本語で書かれた論文をさがす
CiNii Books 自館所蔵のない図書をさがす
CiNii Dissertations 日本の博士論文をさがす

図書館職員：
NACSIS-CAT/ILL 複写・現物貸借をどこに依頼するか
IRDB 無料で公開（オープンアクセス）され

ていないか



北海道大学では
新入生にCiNii
を紹介

講師：図書館職員

コマ：教員講義の13回のうち1コマを図書館情報学入門

内容：論文の検索方法

CiNiiの使い方

Google検索との住み分け

情報リテラシー

2019年実績：受講率26％ （663名受講/新入生2564名）



北海道大学では新入生にCiNiiを紹介

図書 雑誌
（海外）

雑誌
（国内・紀要など）



北海道大学では新入生にCiNiiを紹介

蔵書検索

縦割り的な使い分け案内

Web of Science CiNii
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横断検索への第一歩

図書 雑誌
（国内・紀要など）

雑誌
（海外）



データA

プロジェクトA

論文A

散逸する学術情報（論文の引用が中心のネットワーク）

リンク
（引用）

プロジェクトB

データB



データA

プロジェクトA

論文A

CiNii Reaserchによってまとまる学術情報

データB

CiNii Research



データ

プロジェクト

論文

プロジェクトを核にした学術情報原子モデル

リンク
（引用）



Previous Studies

Present Study

論文の引用が中心のネットワーク



Previous Studies

Present Study



利用者

論文

データプロジェクト



WHY : 
なぜCiNiiが必要なのか？CiNiiのない世界？
知識はまとまっていてほしい
そこから新たな発見につなげていきたい

HOW : 
図書・雑誌・研究プロジェクト・データなど物理的な理由で
縦割りになっているもの＝内容がばらばらになっているもの
を，内容で横断的に検索できるようにする

WHAT :
CiNii A, B, Dをつなぐ
ユーザー・フィードバック



CiNii と大学図書館のこれから

学術情報流通基盤の強化

大学図書館

CiNii

学術情報流通の強化

➢ 国内オープン・サイエンスの加速

➢ Easy access, Deep searchによる研究の活性化

➢ 国内外データベースとの連携・グローバルな貢献

CiNii Researchによる第一歩
（新しい情報文化をつくる）

大学図書館によるユーザー・ナビゲーション

➢ CiNii の位置づけ・使い方ナビゲーション

➢ 学内オープン・サイエンスの加速
（オープンアクセス・オープンデータ）

オープンサイエンスを
核とした

学術情報流通の新しい
フェーズ

ユーザー・フレンドリーな
インターフェース

= ×

➢ メタデータ充実によるDeep Searchの促進



Future Work?: 名寄せへの期待

Multiple “me” confuses me
(and possibly others).
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